
派遣報告書 
20230423 

報告者：上⼭ 正智 
 
１）⼤会名 第 77 回南九州四県対抗バスケットボール選⼿権⼤会 

 
２）期 ⽇ 令和 5 年 4 ⽉ 22 ⽇（⼟）・23 ⽇（⾦） 
 
３）会 場 ⼭⿅市カルチャースポーツセンター（⼭⿅市熊⼊町 416）：男⼦会場 

    ⿅本体育館（⼭⿅市⿅本町来⺠ 722）：⼥⼦会場 
 

４）派遣者 ⼭中 萌⾐，⾕⼭ 広樹，⽯⾕ 裕貴，⼤村⾕ 菜々，坂之上 拓也，⽇髙 煌我 
    上⼭ 正智（以上 7 名） 
 

５）担当試合 
【22 ⽇】男⼦ 
① 九州学院（熊本１） ― 延岡学園（宮崎１） 

CC：上⼭ U1：野⽥ 宏樹〈熊本〉 U2：⾕⼭ 広樹〈⿅児島〉 
② 川内（⿅児島１） ― 九州学院（熊本１） 

CC：⼩川 隆三〈宮崎〉 U1：上⼭ U2：林 剛太〈熊本〉 
【23 ⽇】男⼦ 
③ 東海⼤星翔（熊本２） ― 柳ヶ浦（⼤分２） 

CC：上⼭ U1：⽇野 祐介〈⼤分〉 U2：坂之上 拓也〈⿅児島〉 
 

６）ゲーム 
① 九州学院（熊本１） ― 延岡学園（宮崎１） 

PGC に関しては，新ルールを中⼼に⾏なった。ゲームの反省としては，それぞれの
エリアで起こった現象については，プライマリレフリーがコール出来ていたと感じ
る。そんな中で，obvious な現象をコール出来なかったことがあった。3Q803 上⼭
C，野⽥ L。ブレイクが出る場⾯で，私がボールマンを気にし過ぎたあまり，C to C
が遅れ，⼗分なレフリーディフェンスを⾏なうことができず，空中での接触をノー
コールにしてしまった。ディフェンスは踏み切った位置から，横に移動する形でジ
ャンプを⾏なって，空中で接触。現場ではノーコールという判断だったが，映像で
振り返ってみると，コールしなければならないケースだったと感じた。その後，⽴
て続けに 2 回の接触を取りこぼしている。最初のインパクトがノイズとなってしま
い，後からの接触に備えることが出来なかった。結果的にベンチ（コーチ）が⽴ち



上がってアピールされる形となった。原因は，間違いなく(1)ボールマンが中⼼にな
ったこと(2)C to C が遅れたことである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
踏み切り位置から，着地までの位置が全く違う状況。インパクトが強く，オフェン
スが倒れ込む現象。必ずコールすべきものだと反省。 
 

② 川内（⿅児島１） ― 九州学院（熊本１） 
私がセカンダリ（T と L の間の現象を C から）として⼊ったコールが，クルー間
の関係性を崩してしまいかねないコールとなった。九州地区でお互いのことを知っ
た間柄だったため，理解して頂いたが，周りから⾒ると違和感だったと思う。セカ



ンダリを⾏なう際のタイミングや，会場の誰もが⾒てもわかる obvious なものでな
い限り，コールすべきではないと改めて感じさせられた。 
また，九州学院のキープレイヤーの 5 つ⽬のファウルについて，レフリーディフェ
ンスがしっかりと出来ておらず，コールしてしまうことがあった。①でもそうであ
ったが，現象を⻑く⾒ることが出来ず判定のミスに繋がった。 
※映像無し 
 

③ 東海⼤星翔（熊本２） ― 柳ヶ浦（⼤分２） 
EOQ・EOG と外国籍選⼿に対する⽬の当て⽅に課題の残るゲームであった。2Q の
EOQ。0.1secを残しての FTで，リバウンド後そのまま放ったシュートが⼊った。
私は，オポジットサイド Tで⽴っていたが，カウント or ノーカウントを出来ずに
Q を終えてしまった。最後の準備が不⾜していた。ハーフタイムにて「0.1sec だっ
たため，タップ or ダンクのみの得点しか認めることが出来ない。得点は認められ
その場（コート上）で判断を下すべきであった現象だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



このゲームに関しては⼤きな現象は無い中で，EOG に関しては後味の悪いものと
なった。リバウンドに⼊った両チームのプレイヤーが交錯してしまい，⽩（東海⼤
星翔）のプレイヤーが⾜を出しており，⼤変危険なプレイになった。現場では，「何
故ベンチがこれだけアピールしているか分からなかった。私の C レベルを下に下
げることで解決できたケース（他のプレイヤーが重なってしまい，確認が取れてい
なかった）。映像検証したところ UF:C2 でよかったと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，外国籍選⼿（柳ヶ浦 43）は⼤変紳⼠的な選⼿であった。しかし，43 に対す
る守り⽅を整理することが出来ず，⼀瞬でインテンシティを上げてしまった。どの
プレイでその状態になったのか，現場では全く分からなかったが，映像検証してみ
ると，インサイドのシールの部分でのコンタクトであったとわかった。その場の空
気やプレイヤーの状態，ゲームの様相をしっかりと把握しなければならなかったと
反省している。 
 
 
 
 
 
 



７）感 想 
今回もたくさんの学びがある⼤会となりました。⾃分の課題はチェックアウトだと感
じていましたが，その他にも課題がわかってきました。外国籍選⼿ vs ⽇本⼈選⼿の⽬
の当て⽅，レフリーディフェンスを⾏なうためのポジションアジャスト，そして EOG・
EOQ の準備。⾃分に⾜りない部分が明確になってよかったと感じます。 
今回は，IR としても助⾔させて頂きました。その中で，⾔葉の引き出し（伝え⽅）を
もっと増やしていく必要性も感じました。 
また特に感じたことは，レフリングだけを向上させるのではなく，様々な部分に⽬を向
けていくことが⼤事だと思いました。（何のためにその場に⽴たせて頂いているのか，
そのためにどれだけの⽅々が関わって頂いているのか。技術を向上させて頂いている
こと等） 
今回得た経験は，必ず県内に還元して参ります。そして，今年の⿅児島国体を成功させ
るために精⼀杯努めたいと思います。 
派遣頂きました⿅児島県バスケットボール協会をはじめ，原⽥審判委員⻑，関係各者に
深く御礼申し上げます。ありがとうございました。 
 
以上，ご報告とさせていただきます。 


